
１ 指定管理者

(1)　指定管理者 社会福祉法人　川崎市川崎区社会福祉協議会 （川崎区砂子１丁目１０番地２）

(2)　指定期間 平成２１年４月１日　～　平成２６年３月３１日

(3)　業務の範囲

２ 管理運営（事業執行）に対する評価

(1)　管理業務の実施状況

平成２１年度大師老人いこいの家の管理運営に対する評価について

評価項目 平成２１年度管理運営の状況 評価及び指導

①管理運営の基本的事
項

②安全管理への取り組
み

運営委員会を通じたニーズ把握
及び地区社会福祉協議会との連
携により、地域に根ざした施設と
して、概ね適切に管理運営がなさ
れている。また、管理人による声
かけや教養講座申込状況・団体
貸出申込状況の公開など、高齢
者の心身や公平なサービス提供
にも充分な配慮がなされている。

高齢者の健康の維持・増進や生きがいづく
り、住民同士の支えあいやふれあいを基盤
とする小地域福祉活動の実践と普及並び
に地域人材の発掘、さらに地域の拠点とし
ての有効的な活用の可能性を見出すため
の取り組みを柱とする。区社会福祉協議会
と連携し、利用者代表を含めた運営委員会
を設置して地域からのニーズ把握の体制を
築いた。管理人は一人一人に声かけを行
い、利用者の健康状態の確認、注意喚起
に努めた。また、公平にサービスを提供す
るため、講座申込み状況や団体利用申込
み状況を常に公開できるように配慮した。

１　老人いこいの家の運営等に関する業務
　ア　教養の向上及びレクリエーション活動に関する事業の実施
　イ　虚弱な高齢者を対象とした介護予防に資する取組み
　ウ　団塊世代の利用の促進に資する取組み
　エ　利用者の自主活動に対する活動の場の提供
　オ　入浴事業
　カ　川崎市及び川崎市から事業を委託された団体が実施する事業への場の提供
　キ　運営委員会の設置・運営に関すること
２　利用の許可に関する業務
３　老人いこいの家の利用等の報告に関する業務
４　施設等の維持管理に関する業務

感染症のまん延を防止するため、利用者に
対して、必要な対応を行なうための情報を
提供した。入浴事業にあたっては水質検査
を実施し衛生管理に努め、管理人が入館
時に顔色や様子をチェックし、簡易血圧測
定器で測り必要な呼びかけを行い、利用者
2名以上で入浴するようにした。さらに、事
故発生時には、区社協本部から職員が出
向き管理人のフォローをするようにした。ま
た、防災体制を整えるため、防火管理者を
中心に避難訓練や消防訓練を実施し、避
難経路の確認等を行った。

概ね適切な安全管理がなされて
いる。高齢者の入浴の危険性を
年頭に置いた取組みを行っている
こと及び消防訓練を実施したこと
は評価できる。今後においても、
さらなる安全管理に努めるよう指
導していく。



(2)　利用状況

団体利用者数 人
個人利用者数 人
利用者数 人
入浴者数 人

教養講座実施回数 回
教養講座参加人数 人
行事実施回数 回

(3)　収支状況
①　収支状況

委託料 円
指定管理委託料 円

支出金額 円
人件費 円
事務費 円
事業費 円
消費税 円

収支差額 円

(4)　その他
①　利用者からの意見・
要望等への対応

2,802,526
委託料の範囲内で適切な執行を
行ったことは評価できる。今後とも
サービスの質を維持しながら、適
切な委託料の執行を望む。

264,676

2
910

③運営に関する業務

①利用状況

②講座・行事の実施状
況

3,364

17,790
14,426

介護予防に資する取組み、団塊世代の利
用促進に資する取組とも、具体的な事業を
実施できなかった。教養講座については、
高齢者の健康増進や生きがいづくりを目的
とし、魅力ある講座を企画した。また、場や
情報の提供など自主活動に対する側面的
な支援を行った。教養講座の広報にあたっ
ては、老人いこいの家でのポスター掲示・チ
ラシの配布、周辺町内会の協力による掲示
板の利用、区社協及び地区社協広報誌へ
の掲載を行った。入浴事業にあたっては、
水質検査・塩素濃度検査を実施し、保健所
による指導や衛生規則の遵守を徹底した。

評価項目 平成２１年度管理運営の状況 評価及び指導

管理人を要望・苦情受付担当窓口、区社協
事務局長を苦情解決責任者とし、要綱に基
づいて、対応にあたっている。また、意見箱
の設置などにより、利用者からの意見や要
望が出やすくなるよう工夫を行っている。

利用者からの意見・要望等が出
やすいよう工夫されており、対応
体制もしっかりしている。今後とも
意見や要望を把握し、運営に反
映させていくことを望む。

前年度の状況と比較し、利用者数
が約６００人減少している。事業内
容や広報を工夫するなどして、新
規利用者の増加や団塊世代の利
用促進に努めることを望む。

教養講座、行事ともに計画数に達
していないが、種類については計
画どおりである。今後も魅力ある
講座、行事を実施することを期待
する。

1,195

179

年度を通じて概ね順調に運営が
行われている。町内会掲示板の
利用、川崎区社会福祉協議会等
の広報誌への掲載により、教養講
座の広報に努めたことは評価でき
る。また、入浴事業についても、安
全管理に配慮し、実施されてい
る。今後は、各事業の更なる充実
とともに、介護予防や団塊世代の
利用促進について積極的に取組
みことを期待する。

133,454
99,275

2,802,526
2,703,251
2,191,760
113,361



② 個人情報の保護

３ 管理運営（事業執行）に対する全体的な評価

４ ２２年度の管理運営（事業執行）に対する指導事項等

・利用者数が前年度に比べ減少しているため、魅力ある教養講座や行事を実施し、多くの高齢者に利用し
てもらえるよう努めること。
・さらなる利用者意見の把握に努めるとともに、介護予防や団塊世代の利用促進などにつながる、魅力ある
講座、行事等の実施に努めること。

本会の個人情報保護規定に基づき、個人
情報の適正な取扱いの確保、個人の権利
利益の保護に努めた。具体的に、利用者に
は「緊急連絡先記録簿」を初回利用日に記
入していただく際、利用者本人にはその必
要性について説明し同意を得ている。その
保管は、講座・事業等の申込書、名簿等と
あわせて、いこいの家からの持出しを厳禁
とし、保存管理への十分な配慮のもと管理
人が行い、また目的を終えた書類について
は、シュレッダー等で処理し、外部に漏れな
いよう廃棄した。管理人を含む職員は、就
業規則・就業要綱により、職務上知り得た
個人情報については、在職中のみでなく、
退職後も守秘義務があることを徹底してい
る。

緊急時に備えて利用者の個人情
報を保有しているが、規定に基づ
き、協定に従って適正な維持管理
が行われている。今後とも個人情
報保護の徹底を望む。

評価項目 平成２１年度管理運営の状況 評価及び指導

平成２１年度においては、指定管理業務第２期目の１年目にあたり、概ね事業計画に沿った管理運営を
行っており、全体的に安定した管理運営がなされている。ただし、利用者が昨年度に比べ減少している点に
ついて改善を要する。引き続き高齢者の健全ないこいの場として高齢者の心身の健康増進に寄与できるよ
う、多くの高齢者に利用してもらえるように努めて欲しい。


